
野迫川村桧股地区森林共同施業団地 概要

【目的】
協定締結者相互の連携により、野迫川村桧股地区に森林共同
施業団地（ 以下「施業団地」としいう。） を設定して、計
画的な森林整備の実施や効率的な路網の作設を進めること
により、施業の共同化・効率化を進め、もって、森林の有
する多面的機能の持続的発揮を図ることを目的とする。

【概要】
当初 ：平成２３年３月１１日協定締結
協定者：野迫川村、野迫川村森林組合、奈良水源林整備事務
所、奈良森林管理事務所【４者】
面積 ：３２９ｈａ

更新・拡充：平成２８年３月１１日協定締結
協定者：野迫川村、野迫川村森林組合、奈良水源林整備事務
所、木原造林株式会社、奈良森林管理事務所【５者】
面積 ：４３５ｈａ

【実施内容】
毎年度、１回以上連絡調整会議を開催し情報交換に取り組ん

でいる。
（１）平成２４年度 作業道作設と高性能林業機械による間伐

（面積約１７ｈａ、素材生産量４００㎥）
（２）平成２５年度 林業専用道作設

（延長４４４ｍ 幅員３．５ｍ）
県・市町村の土木担当者３６名出席によ
る現地検討会を開催（７月２４日）

（３）平成２６年度 林業専用道作設
（延長７００ｍ 幅員３．５ｍ）

（４）平成２７年度 林業専用道作設
（延長５６１ｍ 幅員３．５ｍ）

（５）平成２８年度 木原造林株式会社による間伐及び作業道
作設を予定（１４ｈａ 延長５７５ｍ）
連絡調整会議を開催（７月２７日）

平成２８年度林業専用道研修会（現地検討会）資料

資料2



県・市町村の土木担当者３６名出席による現地検討会を開催
（平成２５年７月２４日）

協定者等３６名出席による連絡調整会議における林業専用道現
地見学会（平成２８年７月２７日）
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利用可能な資源量の増加

集約化のメリット

地 域 経 済 の 活 性 化

木材生産量の増加(ロットの拡大) 木材の安定供給
（需要への対応）

地域の木材需要
地域材の利用拡大
製材工場等への供給
木質バイオマス利用

林業専用道などの路網整備

事業量の増大

林業事業体拡充 地域の雇用の拡大

森林所有者への還元

協調施業、
協調出荷




